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１．研究計画の概要	 

(1)核融合炉成立のため、核融合炉プラズマコ

ア内で燃料トリチウムを消費しつつ、同量以

上のトリチウムをブランケットで安全かつ経

済的に製造、回収するとともに、決められた

量以下に透過漏洩を抑える必要がある。本特

定領域調整班は、現在計画される ITER-TBM の

先を見越し先進ブランケット概念について、

社会が要求する 100 万分の１程度のトリチウ

ム漏洩率/発生率比を、経済性を損なうことな

く達成することを目標にする。それには、基

礎物理・化学現象の把握と解明および、材料

工学とプロセス工学の手法による新規プロセ

ス開発が必要であり、大学、研究所のトリチ

ウム専門家からなる計画研究班を構成し、実

験・解析的研究を推進し、目標達成する。	 

(2)対象ブランケット材料の研究段階や研究

手法にあわせて、それぞれ大学-原子力研究開

発機構-核融合研間の共同研究に基づく以下

の計画研究班を構成し、研究を遂行中である。	 

・B01 班：核融合炉ブランケット材中のトリ

チウム輸送挙動解明と新規回収プロセス開発

の研究	 

・B02 班：核融合炉ブランケット材料中のト

リチウム－材料相互作用に関する研究	 

２．研究の進捗状況	 
(1)	 B01 班では、2007 年度 15 件、2008 年度
25件、2009年度30件の論文を発表している。
B02 班では、2007 年度 3 件、2008 年度 8 件、
2009 年度６件の論文を発表している。発表論
文、学会発表のタイトルと論文そのものも最
後に挙げる当特定領域研究ホームページで常
時閲覧可能である。	 

(2)B01班はシステム工学的観点から研究を遂
行し、ブランケットトリチウム発生から、拡
散、反応、溶解等の基礎プロセスの解明を終
え、固体あるいは液体ブランケット材内部の
移動現象の解明をほぼ終えた。現在、構造材
透過までを含めたシステム移動の解明に入っ
ている。B02 班は、微量トリチウムと各種構
造材間の相互作用解明と透過阻止膜開発に重
点を置き、現在までに Li-窒素相互作用、Li
不定比性を利用したブランケット安定化、Er
膜開発等の重要な成果を挙げ、論文等に発表
してきた。	 
３．現在までの達成度	 
②おおむね順調に進展している	 
	 最終目標である、100 万分の 1 程度のトリ
チウム漏洩率/発生率比の達成には、安定なト
リチウム発生とミクロ相互作用の解明、拡散
挙動の把握、特に液体ブランケット材におけ
るトリチウム回収装置の新規開発、透過阻止
膜開発が必要であり、各要素について、着実
に成果を挙げている。夫々の成果については、
B01 班と B02 班の自己評価報告書に述べられ
ており、ほぼ当初の見込み通りの成果を得て
いると考えている。	 
４．今後の研究の推進方策	 

	 今後は本計画研究の趣旨にもとづき、互い

の研究成果を反映させブラッシュアップさせ

ることにより、新たなセラミックあるいは液

体金属ブランケット－トリチウム相互作用の

解明、移動現象の定量的解析、高性能かつ経

済的に成立する新規トリチウム回収法開発の

研究をおこなう。核融合炉はシステム全体で

考える必要があり、必要な条件を満足するた

めには、トリチウムマスバランス、エネルギ
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ーバランスを最大限に維持し、効率的なシス

テム構築のための要素過程解明と技術達成を

なす必要があると考えている。	 

５.	 代表的な研究成果	 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）	 
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